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対談 

（第１回）都市計画にヒューマンスケールを 

 

ＲＩＡ建築綜合研究所 山口文象 

建築評論家      川添 登 

 

建築年鑑賞をめぐって 

 

 川添 この間、朝鮮大学が"建築年鑑賞"を授賞され

たそうでう、今日はそのことからお伺いしましようか。 

 山口 あれも発表はいろいろな意味でしなかったんで

すね、政治的な意味があって。けれどまあ一応ほじくり

出されたというか、今まで大体建築賞というのは、建築

雑誌に出たものからですが。あれは全然発表してない

んですから、そんなことから少し違った意味があります

ね。 

 川添 年鑑賞の今までのいき方には必ずしも賛成して

なかつたのですが、こんどは非常に賛成で、朝鮮大学

に決まったということは嬉しかつたです。たいへんいい

んじゃないかと思って。このあいだ宮内嘉久君に会った

ときこういう話をしたんです。というのは、建築を評価す

るのに二つの仕方があると思うんです。一つはあくまで

も結果として……結果といっても主としてデザインの良

し悪しそれで評価するという立場。もうひとつは社会的

意味とか、造られるプロセスの問題ですね。そういった

問題が建築では非常に重荷な問題であって、これが朝

鮮大学などで高く評価されたんじやないか。朝鮮大学

が賞を得られたというのは、年鑑賞を審査する態度を決

定する意味で大へんよかった。 

 たとえば八戸の貯炭場ですね。あれなんか賞を与え

た意味心たいへんよくわかってくるし、非常にいい選定

だった。 

 そのことを官内君に話したんですが、そういう点で私

個人としては朝鮮大学のいろいろな苦労談とか、すで

にお聞きしたことがあるんですが、読者の皆さんはご存

知ないでしょうから、少しその点にについて……。 

 

  朝鮮大学が賞を受けた意味 

 

 山口 いまいったように朝鮮大学のデザインそのもの

は、ほかの優秀な建築家たちがやっている作品と比べ

てみて、それほど優秀であるという自信も私共にはない

んです。それからまた、非常に建築費が安い、そうして

内部の方の支払いにしても、なかなか思うようにいいか

ないし、そういう点でちょっとデザインの点では面映ゆい

ような気がするんですが、ただ今言われた建築ができあ

がるプロセスということを考えると今までの建築とは非常

に違ったものがあると思います。 

 で、また本質的に建築というものは、画家が一枚の絵

を描いて、それが作品として評価されるということと違っ

て、建築自体は朝鮮大学に限らず、どんな種類の建築

でも、できあがるまでに建築以前の問題があるし、プロ

セスが非常に重大だと思います。したがって建築が絵

や彫刻と同じように作品の良し悪しだけで決定されると

いうことは、何か少しどちらかが足りないような気がしま

すね。 

 川添 私どもメタポリズムなんて主張をやってつていま

すでしよう。それで新陳代謝……建築というものは完成

することがありえないんで、またいつかそれを改造し低

下なければならない。 

 そうしてみると常にブロセスですね。たとえば一人の個

人を考えてみても、オパーリンみたいな見方で河の流

れの如くすべてが変ってるということになれば、やはりプ

ロセスになりますね。 

 したがって朝鮮大学が賞を受けた意味というのは、相

当考え直してみなければいけない問題を含んでいるん

じゃないかと思いますね。 

 山口 まあなんていいますか、今だからいってもいい

のかもしれないが、あの当時土地をさがしたり、買ったり、

といったような仕事が非常に困難だったんですね。です

から設計者が手をつけてきたということが、かなり違った

意味があるんですね。今になってみれば政治的な意味

なんかほとんど解消しているし、もう中共とも北朝鮮とも

ソビエトとも貿易は盛んになってるし、今ではさして問題

はないだろうと思うんです。しかしあの当時としては問題

があったわけです。  

 川添 いま上地の方が問題になったということですが、

これは特殊なようにみえますが都市計画で土地問題と

いうものがたいへん騒がれていますね。そんな問題にも

つながってくるんじやないかと思います。 

 山口 ええ、そうです。 

 川添 それで今のところでは土地が決まってから建築

をはじめるのですが、都市計画の本来の立場からいえ

ば、どこに建物を建てるか、どこにどのようなものをおか

れるかということが大切で、土地の設定で、すでに大方

は決まってしまいますね。 

 

日本の底辺を考えよ 

 

 山口 本当は、そこまでいかなければいけないと思い

ます。ただ、今までは、建築家はここにこういう土地があ

って、こんなにローションでこれ位の予算があって、こう

いう人たちがこういう用途で使うというお膳立て、プログ

ラムができてそれを建築家が建築に編成していくという

習俗ができていたわけです。 

 したがって建築家というものの社会的意思とか経済的

なつっこみとか、対社会的なものの考え方が非常に視

野が狭くて町医者的……というといけないが、そんな視

野になりやすいきらいがあったわけです。これがやはり

建築家自体がもつとその問題をつっこんで考えていく。

そして今はそのフィールドの中に入って仕事をしてゆこ
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うという意欲がなければ、私はいけないと思います。 

 川添 ですからそういう土地取得のなかでも、特にた

いへん難しい問題だった朝鮮大学を山口さんがやられ

て、しかもそれが成功されたということは大いに都市計

画なんかやろうとしている建築家たちに勇気を与えたん

じやないかと思いますが。 

 

  微粒子企業を建築家がどう扱うか 

 

 山口 それからもうひとつは、朝鮮大学とは別に考え

て、まあメタボリズムのつまり都市計画のいき方とか、な

んとかいうことは、私は全然否定しないし、そこで非常に

新しい存在的意義があると思います。それとは別に今、

非常に零細な内職がありますね。例えばアメリカ向けの

デコレーション、それから愛知の知多半島、瀬戸、あの

辺の陶器の問題、そしてクリスマスの豆電球、セルロイド、

ブリキのオモチヤなど。このようなアメリカ向け、ヨーロッ

パ向けの内職が全部大工場でやるのでなしに、本当の

日本の底辺といいますかスラムの中で作られているとい

うことですね。そうしてそれが隣りのおばあちゃんとうち

の娘との人間的交流とか、あるいはおじいちゃんとおば

あちゃん、小学にから子供が帰ってきて手伝う、そういっ

たような非常に前近代的な結びつきからそういうものが

出来てきてるわけですね。それがスラムの特徴でもある

んだと思います。だから非常に安いし、向うも買いに来

て、バイヤーが買いたたくわけです。神戸なんかでいえ

ば、模造真珠の首飾りですが、そのようなものは皆、零

細な微粒了的な企業といいますかそんなとから成り立っ

ているでしょう。それがスラムとしての集団のなかでお互

いに窓を開ければすぐおばあちゃんが顔を出す。こうい

う所でできあがる。これは非常に日本的だと思います。 

 そこでこれは、今まではよかったんだけれども、だんだ

ん矛盾が出てごて、そしてセルロイドは非常に危いし、

木造の堀っ立て小屋ではポツと燃えてしまうし製品の性

質によっては、劇薬がタルの中にたまっていたり、そこに

小さな子供がウロチョロしたり、非常に危い。危険という

か、そんなこともある。また経済的に集団の団結をしな

ければ、自分達の生活が益々底辺の方に沈んでいっ

てしまう。いわゆる本当に生きる、一番究極のところから

這いあがるために、団結しなければならない。で、それ

が一つのグルＩプに団結して、それじやあ私達はだめだ

から、千葉県のどこに集団で行こうとか、あるいは、この

おいた問題になって品川の豆電気の集団的なあれ。こ

んな問題が今後起ってくると思うんですよ。 

 川添 最近間題になっている中小企業合同のあれで

すね。 

 山口 ええ、それが中小企業でなくて微粒子企業で、

企業になってないと思うんだね。そういうものが社会的

現象として目本の特徴として出てくるわけです。それを

建築家がどのように扱うかという問題です。さまざまな考

え方があると思いますし、また建築家が是非考えなけれ

ばならないことだと思いますね。 

 ヨーロッパ、あるいはアメリカの建築家が考えている都

市計画というもの、それに最近行なわれているのかどう

か、私雑誌で読んだのですが、サクラメントのスラム街の

改造、あれは建築家が生命保険会社と提携して、保険

会社が金を出しているのか、そのようなことでやっていま

すね。 

 

日本独自の建築家のフィールド 

 

 日本の場合、そういうものと異った日本独自の建築家

のフィールドかあるような気がするんですよ。何も社会主

義的な意味とか資本主義的な意味ではなしに。日本人

が生きる上に建築家がどこでどういうふうに参加するか

ということね、それが非常に大きな問題としてクローズア

ップされてきてるんじゃないかと思います。 

 川添 実は、私も生産性本部の方からそういうことを少

し相談を受けたりしたんですが、そのようなことをした建

築家はいないかということだったので、おそらく、それは

山口先生しかないんじゃないかといったんです。枚方で

したか、あそこで既製服の団地といいますか、都市計画

をおやりになりましたね。それは既製服ですから微粒子

ほどまではいかないと思いますが、そうしたひとつのいき

方でやっておられるということを、お話ししたんです。そ

ういったことも私、高く評価しなければならない問題じゃ

ないか 

と思っております。 

 それから、いま都市計画で、日本的ないき方があるん

じゃないかとおっしやられましたが、これは私、大いに賛

成だと思います。で、実は私共のメタボリズムの考え方

もそこにあるので、そのひとつは東京が気狂い部落だと

誰もがいうわけですね。そこで考えてみますと、東京とい

うものはロンドンとかニューヨークとかパリ、そういう都市

が持ってるところの都市装備を持っていないんですね。 

 それが人口が一千万になるまで、大した問題は起らな

かったということは、何か考えてみなければならないこと

があるんじゃないですか。気狂い部落といってもこれは

天才と紙一重みたいな要素があるんじゃないか。それ

は特殊な中小企業というか、微粒子的なものが非常に

あって先はどのヨーロッパ、アメリカ的なスラムクリアラン

スということをいわれましたが、これは向うでも大へん問

題になっているんですね。 

 というのは、先ほどの話のように、おばあちゃんとかお

じいちゃんとか、その中でもコミュニケーションが非常に

よくできている。それで都市のいいところは情報量が多

いということなんてすね。それがスラムクリアランスしてし

まうとアパートの個室に入って、そういう情報量がなくな

ってくる。そうすると非行少年とかいろいろな犯罪が急

増する。そういうことが社会学的に確認されている。する

と、スラムの持ってにいる良さを近代的に再発見しなけ

ればならなト。そういうことを考えているのですが、例え

ば日本の工業の中で、世界で非常に優秀な電子工業

ですとか電子工業というものは、プロセスエ業と違ってア

ッセンブリエ業ですが、プロセスエ業ですと近代的に一

列に並んだ流れ作業の組繊をもっている。 
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 アッセンブリ工業というのは、スラム的な形があるんじ

ゃないですか。そうすると一列横隊とかそういうことが近

代的だと考えられていたけれども電子光学みたいに超

近代的になると、一見ランダムみたいに見えるけれども、

そこに新しいコミュニケーションシステムが都市計画的

に考えられるので、そういうところから人間的であって、

しかも近代的な都市計画のメソードというものかおり得る

んじゃないか。 

 

  本当の意味でのヒユーマンスケールを 

 

 やはり中小企業団地……スラムを近代化していく方法

の中に見っけられそうだと考えています。これは日本が

世界に冠たる伝統を持ってるから、日本の建築家が見

つけ出す問題ではないかと……。 

 山口 そうだと思います。例えば江戸時代あたりの八

っあん熊さんの出てくるあのハモニカ長屋のエネルギー

といいますか、あのものの考え方は、政治的意味での非

常にヒューマンスケールといいますか、そういったような

ものが、こまかく日本的にまとまってきている。 

 それが今のスラムのなかにまだ残ってるわけです。本

所とか深川とか浅草とかそういうんですね。さらに大阪

にいけば東区の生田ですね、神戸の方は垂水の方に

残ってるわけです。そういうものは、つまりヨーロッパと違

ったものであるということを、痛切に感じないと都市計画

が失敗すると思います。 

 都市計画にしろ団地計画にしろ、人間をただ重ねて

鳩小屋みたいに入れていくということの考え方は、これ

が失敗する原囚じやないかと思うんです。やはり機械的

でなくて、本当の意味でのヒューマンスケールというもの

で考えてみて、空間的にも精神的にも、それで団地計

画をしていかなければならないと思うんですが。 

 川添 なんというか、″もの見高いは江戸の華″とか

いって、ケンカがあると皆、わっと出て来る。そういうこと

は都市の芦原さんの言葉でいえば外部空間があるとい

うことですね。 

 山口 そうですね。 

 川添 それが武家屋敷になると、塀で囲まれた外部空

間になって、仕切り強盗があってもわからない。声をあ

げても近所の人は聞こえていても出てこない。そういうと

ころは、都市外部空間があるとはいえないですね。そう

すると釜ケ崎事件とか、あの場合大へん悪い形で出て

きたけれども、やはりあれには町の中でひとっのコミニュ

テイを作っておりましてね。だからほかの人が入ってくる

と、自分の庭を荒らされているような感じになる。そういう

悪い面で出てきたけれども、むしろ裏側のいい面です

ね。そのなかではひとつのまとまったコミニュテイがある

わけで。 

 

  都市計画を発展させるためにも 

 

 山口 私もそう思うんですよ。釜ケ崎事件とか山谷事

件というものは、ほんのちょっとしたモーメントで、ひっく

り返ったんで、あそこに住んでいる人間の善意というも

のは、ロマンチシズムとか感傷、センチメンタリズムの、

見ていて人間的な連中がいるわけですよ。 

 それは私自身が小さい時から、あの連中の考え方をよ

く知っていますし、だから今の山谷なんかというものを、

いま東京都でビルを建てて、そこに住ませるとか何とか、

親心といいますか、役人の方でいろいろやっているよう

ですけれどもね。そんなことをしたってあの連中そこに

住みませんよ。彼等は特殊な考えを持ってるから。それ

がいわゆる下町のいわゆるグレントになる……基礎にな

る考え方なんてすね。山谷の連中の考え方が一応経済

的に恵まれたり、人間的に自分の部屋を持つようになっ

たりして、いくら 

か発展したのがつまりスラム街であり、さっきいったスラ

ムの人間的なコミュニケーションなんです。ですからあ

れは否定できないと思うし、あれが非常に日本的です

ね。「どん底」を見ると、いちばん初めの舞台面をみても、

非常によくわかるんです。ただ問題はロシアのああいう

底辺と目本の底辺というものは成り立ちが違うから、ロシ

アはツアー時代にものすごく、それでああいうふうになっ

ちゃった。 

 目本のいわゆる封建的ないき方は、もちろん支配階

級の社会であったけれどもしかし、ロシアのツアー時代

ほどの物理的な圧迫というものは、そんなに下町になか

ったと思います。だからその「どん底」のなかの一場面で

の印象と山谷や釜ヶ崎からの印象のうけ方は違ってくる。

釜ヶ崎も山谷も非常に楽天的です。「どん底」からみて

も私はそう思います。 

 なにか非常に日本の都市計画というものは特殊な考

え方をしていかないとまずいんじゃないかと思うんです。 

 川添 私も全く賛成です。 

 山口 それでこんどは芦原先生が、都市計画の本を

書いておられますが、あれはもっと発展して、芦原先生

自体が非常に下町的な人だし、ですから私は大いに

我々と共通したものがそこから出て来るような気がして、

楽しみなんですよ。それを続けてもらいたいです。とに

かく自分の理論体系を作ることであの本を一生懸命や

っておられるけれども、これから本当に芦原先生の生活

体験が出てくる。そういうものが非常に貴重だと思うんで

す。とても期待しているんですよ。やはり芦原先生の人

間の形成からくるのかな。 

 川添 それは芦原先生だけでなく、山口先生ご自身

が先ほどおっしやられたように江戸ッ子ですね。浅草の

生まれで、日本には市民的な伝統はないなんてよくい

われますが、とんでもないことで、そういう市民的なもの

があった江戸なんて世界一の人口をもつ都市だったの

ですからね。長い歴史をもつ京都でもそうで、そういうと

ころに市民の伝統がないなんて、馬鹿な話はないんで

そういうことを発掘しなければならない。 

 ところが我々発掘というけれども、山口先生なんか、生

活で身についておられるんです。山口先生の身につい

た市民意識が分離派から創宇社の近代建築運動のい

わば先駆者になられたひとつのバツクボーンがあったん
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ではないかと思うのです。 

 

反骨精神を身につけて 

 

 山口 そうですかね。つまり昔の政治に対して市民の

狂歌が出ていますでしょう。辻々に貼り出して、ああいつ

たような一部の反骨精神、これは点線かな、ずつと連つ

た。あれはマッスになった反抗ではなしに点線的な江戸

庶民の反抗、反骨といいますかそういうものは、私、身

につけてると思うんですけれども、私自体の欠陥として

は、それを体系的にマッスとしてワッと造りあげていくと

いう力がまだ無かったような気がして、それが残念なん

ですよ。 

 私はもつ。と、それを点線的な反骨でなしに、連つた

マッスとしての反骨で、いってみればヨーロッパ的な意

味での反骨で出して欲しかったような……と今になって

反省してみるとそう思うんです。 

 川添 しかし、それは時代だったともいえるんじゃない

でしょうか。例えば、さきほどの中小企業か・…：微粒子

企業ですか、今まではそれでよかった。 

 したがって、そういった反骨精神の上に立っていた近

代建築運動も今まではそれでよかったといえるのではな

いでしょうか。それで山口先生が今そういうことで反省さ

れているとすれば、中小企業合同などの問題が起きて

きていることの反映じやないか、それでＲＩＡの組織も、

おそらく、そういう反省から出てこられたのではないかと

思うんですが。 

 山口 ええ、そうですね。 

 

ＲＩＡの組織について 

 

 川添 で、そのＲＩＡの組織について少しお伺いしたい

んですが。 

 山口 まあ、これは難しいですがね、ＲＩＡの組織という

のは、私は個人の建築設計事務所をやった場合に、私

の所で働いてた人が、ある年令に達すると実力や社会

的地位か出てくるわけです。するとその人が活躍のチャ

ンスが出て来てひとつまとまったものを獲得すると、その

建築事務所から離れて、今度は自分がボスになろうと

する。いわゆる建築事務所のボスになるわけですね。ま

た、そのボスになった建築家からまた若い人がボスにな

って別れていくわけです。そういう具合で離れていくわ

けですが、そうしますと建築というものは、本当に育たな

いという気がするんです。そんな気が十何年、自分で設

計事務所をやってみて、痛切に感ずるわけですね。 

 それは感情的な意味があってその人が別れていくの

ではなしに、そういった必然的な意味で別れていくんで

すね。で、その別れていった人が育つかというと、その

人は痩せていくんです。いっの間にかタレントがあるな

しにかかわらず、おそらくないのかも知れない。あれば

偉くなるんだけれども、そんな人はあまりいませんから、

それで痩せていつの間にか消えていくわけですね。 

 それから、建築の雑誌によく住宅とか小さいビルディ

ングとか非常に意欲的な作品が発表されますね。それ

はあまり聞いたことはないけれども、よく調べてみると、ど

こどこの事務所にいる人とかでその人はサイドワークで

やってるために時間が少ないし、だんだん作品ひとつ

に集中することができなくなってくるわけですね。仕事は

だんだん増えてきますから次第に仕事は荒れてきて、

そして痩せていくわけです。いつの間にかジャーナリズ

ムから消えていくということが、かなりあったわけです。 

 それは川添さんもよくご存知でしょうが、私はやはり変

則だと思うんです。私自身の体験からいっても、これで

はいけないという感じがしたわけです。それで私も非常

に経済的に困り、建築事務所は解散していろいろなこと

を考え、これではいけないから新しい組織で新しい建築

家と仕事をしていきたいと。それにはどうすればよいかと、

懸命に考え、結局ひとつのグループとして建築を造って

いこうという結論に達したわけです。 

 そのやり方が問題ですけど、まず、グループでやるオ

リエンテーションが決まったわけですよ。じゃ、そこで、そ

れをどういうふうにやったらいいか、これは難しい問題で

したけれども、今年で大体十年目になりますか、まだそ

れはまとまっていませんけれども。しかし一懸の成果は

出てきてると思います。 

 

痩せて衰弱する危険 

 

 例えばヨーロッパの建築家コルビユジエとかライトとか

いう人は特殊な人だと思うんです。いわゆる天才ですね。

個人で自分のアイディアをあくまでも前面に出し、そし

て衰弱しないで益々太っている。まあピカソ、マチスみ

たいな人と共通なものがライトなり、コルビユジエに考え

られるんです。グループの人はずい分衰弱してきてる。

これは異なった意味ですけれども、日本、ヨーロッパで

もなかなかそういった人はないと思います。 

 これは個人でものを考えたり、仕事をしていくことは、

画家や彫刻家の場合、あるいは文学の場合は、そういう

ことでいいと思いますが、建築家の場合、やはりそういう

いき方は、どんどん痩せていくんじやないかと。 

 ともあれ共同作業の多い仕事だし、範囲もだんだん広

くなってくるし、やはりそこにはグループ制のタレントが

集まって、ひとつの建築をなしとげる。ということが本当

じゃないか。それにもうひとつ、画家は大丈夫だ、彫刻

家は特殊だといったけれども、やはり文学にしたって志

賀直哉が暗夜行路を書いた以後、何も書いてない。志

賀直哉は昔二十年前に書いた仕事の貯蓄によって、現

在の志賀直哉の名声を保っている。あれになる危険が

ある。それから安井曾太郎先生に、私は絵を教わったり、

非常に個人的にも世話になった恩人ですけれども、安

井先生が亡くなる十年ばかりの間の作品は、油気がなく

なってきて、昔の艶々しさがなくなってきた。それに日本

の画家が年をとると油絵ではなくて墨絵を描き始めるそ

れも一種の衰弱だと思いますね。 

 それは、建築家には、もっと顕著に現われてくるような

気がするんです。建築家で名前をいうと困るが、そういう
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建築家がいる。そして、その建築家はだんだん袋小路

に入っもやって、コチコチになってもう動きがとれなくな

る。昔は非常にいいデザインをして、デザインそのもの

はいいんだけれども、すぐコチコチになって発展性がな

くなる。このような建築家が多いようですね。 

 やはり設計のプロセスといいますか、設計の本質から

考えていかなければならないと思うんです。そんな意味

でＲＩＡの若い人たち、こういう若い優秀なタレントと一緒

に仕事できるということは非常に幸いだと私は思いま

す。 

 袋小路に入りそうになると、叱られてまた反ってくる。

若い人たちからエネルギーを吸収して、私自身も発展し

ていくんです。したがって、私のオリジナリティというもの

が皆んなの力で支えられてきてるわけです。だから個性

的には非常に弱い、特徴のない地味なデザインになっ

てくるんですが、それなりにＲＩＡのスタイルなり、味という

ものは、今後出てくると思います。 

 この十年辛抱してきた甲斐があって、十年後には、も

つと味が出てくるんじゃないか。それはアマチュアの味

ではなしに、張りきつた若い人の華々しい作品はまだア

マチュアの作品だと私は思うんですが、そういうものでな

しに、いわゆるプロの渋い味を……。 

 川添 噛みしめれば噛みしめるほど出るその……。 

 山口 ええ、そういう味を出していくような気がするんで

す。ＲＩＡというのは発展していくと思います。 

 まあ、自分でいうのはおかしいけれどいい協力者が育

ってきたと思って、その点非常に誇らしいし嬉しいです

ね。 

 今、二十一～二人いますが、入所する時、いろいろ詮

衡し合ったり、難しいことを話し合ってみたり、話しをしな

い人も、いつの間にか同化して非常にいい人に育って

いる。なんといいますか。、協力というか、みんなの気持

がひとつになって進んでいますし、やはり嬉しい。 

 川添 私は植田さんにしても三輪さんにしても近藤さ

ん、いずれも堂々と一軒の事務所を構えられるくらいの

実力を持っていると思うんですが。 

 山口 私も、そう思うんです。 

 

その具体的な方法 

 

 川添 それで、その優秀な方々と十年間苫労されて、

具体的にどういう組織形体、方法で共同作業をやられ

るかということですが。 

 山口 例えば、今、真山美保さんの演劇センターとい

うものをやっているんですが、そこは八王子の郊外で、

とてもいいところなんです。それは美保さんからうちへ話

がありましてね、同じものの考え方、社会的なものの考

え方が美保さんと私が同じ方向なものですから、そうな

ったんでしょう。話のあった時、向うはＲＩＡなり山口に頼

めば、こういうものができるかも知れないというイメージを

持ってるんですね。 

 オーナーとしても、私の方としても、美保さんの仕事と

いうものを深く理解しているわけですよ。彼女の仕事が

都会中心ではなしに、いつでも地方に廻っている。そし

て農民、労働者、高等学校の生徒、あるいは女工さん

だちとか、そういう中で自分の演劇の仕事を発展させて

いく考えでしょう。そういうことを考えますと、必然的にそ

の舞台というものは、現在建設中の日生劇場のような非

常に都会的なエッセンスで、メカニックな舞台装置をし

て、スポットなり、演出なり、都会でなければできないと

いうもので、あの劇場を一歩でもはずれたら、名古屋で

もできないし、少し小さいところでは全然できない。そう

いう演劇形式でないいき方をやつてる美保さんの考え

方はわかりますね。 

 そこで、その演劇センターに対するイメージが、建築

家として出てくる。私だけでなしに、この十年間の積み

重ねの間に三輪君なり、植田君、近藤君なり、みなうち

のグループ全部が理解するわけですよ。それで現場を

見てもらいたいというので敷地を私と五、六人で一緒に

見にいって、向こうで共にお茶を飲んだり、お寿司を食

べたり、現場をぐるぐるまわって雑談して帰ったんです。

それから第一段階のスケッチを出そうということでその時、

それぞれの案をディスカッションに臨むわけです。つまり、

どういう方向で進めるかということを相談した。そうすると、

みんな真山美保さんの劇団への理解のしかたが似てる

わけですね。 

 それで、四、五人の連中がイメージを持って、一週間

後に二階の設計の部屋でみんな持ち寄ってそれを見る

わけです。 

 すると一応、異ったところがあって、持ち寄った案を基

本に、ディスカッションして、これはこの方がいいとか、ア

プローチはこうした方がいいとか、いろいろなプランニン

グの構造の問題について、表現の問題について、工費

の問題について、そういう方面から一番適当なスケッチ

が固まるわけですね。ですからその中心にディスカッシ

ョンされた人が、一応その担当になるわけです。こんど

は近藤君が中心ですけれども。 

 案ができあがると模型ができて、建築の素人がわかる

ようなものを作って、相手に見せて意見を聞く。それから、

またディスカッションをして、だんだんプランを固めてい

くわけです。今、大体四回～五回のディスカッションを

重ねてきています。（次号） 

 

 

週刊 建設ニュース ４１－６月第３週  

昭和３７年６月１８日発行(毎月曜日発行）通巻第４０号 

 

 

対談 

（第２回）建築家の姿勢 

 

演劇センターの設計は 

 

 川添 ところで、これは建築からすこし離れるんですが、

私は一時幼稚園のことを勉強していましたでしょう。保

育園なんかですと、入った子供は三年以上いるわけで
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すね。そうすると長くいればいるほど厭きちやうんです

ね。 

 というのは一年経つとまた同じことをやらねばならない。

それでどこの保育所でも困って民主保育連盟の人たち

が、いろいろ研究されて、グループを作って、去年いた

子供が中心になって同じことをするにも一段高いことを

やる組織を作ったわけです。つまり何というんですか、グ

ループの伝統を作っていくと、同じことをしながらも、そ

の保育所が十年経ちますとムードの違った保育ができ

るという、メリードを民主保育連盟の人が築き上げてい

ったんです。 

 共同設計といっても、機械的な共同設計ではなくて、

むしろＲＩＡの伝統というか、むしろグループの個性を築

き上げていく……。 

 山口 そういうことはですね、まず方向づけが第一で

すよ。それは八王子の演劇センターの建築敷地というこ

とを考えた場合、あそこに都会的なビルデイングを建て

るべきじゃないということが、まず第一なんてすね。 

 それから独身寮とか家族寮というものは、あそこに百

三十人の団員がいますから、それが年中地方に行って、

また帰って来る。そこで百四十人くらいの個室なりを使

用することができなければいけない。それで公団式のい

わゆる会社の寮的なビルではいけない。土地自体の形

からいっても、それはいけないということがまず設定され

る。 

 だから平屋でべたべたと並んだような形になったけれ

ども、劇場自体もですね舞台のメカニックなんか、そん

なに心配しないで、見る側とか音響を考える。八王子と

いうところは、弾丸道路ですか、ハイウェイの起点になる

んでしょう。起点はともあれ、あの辺は相当発展する。そ

うすれば車で八王子から十五分～二十分のところだけ

れども、いずれ町ができてくるんじゃないですか。 

 すると演劇センターのオールドリームというものは、劇

団だけの問題じゃなくて、もっと公開しなければならない

可能性が出てくるのではないですか。都市計画的にい

ろいろ八王子の団地をみて考えるわけです。これをリジ

ッドな劇場にしてしまっては困るし、都市計画の方向と

か増築の問題、いろいろありますしね。 

 川添 そうすると、今度造られる演劇センター、それも

中小企業団地、そういう感じでやられるんですね。 

 山口 そういうことですね。 

 川添 そうすると、それを設計される方も、そのような組

織のもとにやつておられるわけですね。 

 山口 ええ、そういうことです。 

 川添 まあ、理想的な形態ですね。 

 山口 ええ、だからずっとまえに、前進座ですね、あれ

を平松君がやったんですけれども、あの時の考え方と、

劇団自体の組織が違うし、異ったものができるんですよ。

今度の場合は、案が固まっていないということでまだ発

表できないところもありますが、面白いというか羨しいオ

ーナーだし、建物もそうだと思うんです。 

 川添 それで、ここの事務所の内部だけではなく、構

造とか設備とか、あるいは都市計画なんかの場合に社

会学者の参加も求めなければなりませんね。枚方の場

合もそうですか。そういう場合はどういうふうに……。 

 山口 枚方は、市立大学の川名先生、あの先生の研

究室で人体考えているんです。それから水谷君が川名

教授と一緒にやってくれている。ですから我々と川名研

究室と合同でやっている、そういう意味ですね。また、ほ

んのものも、これからは、そうならなければいけないとも

思うんです。建築家自身がやったら大変な間違いが起

こるのではないかと思うんです。   ｙ 

 その意味で私の知っている東大、土木の先生ですね、

そういう人たちの参加も求めなければならないし、それ

から社会学研究所の所長、遠膝という人がいますね。

東大の教授になったかな、彼を中学時代から知ってる

んですが、とにかく彼のところへも相談に行くつもりでい

ますがね。 

 

建築家協会に苦言 

 

 川添 山口先生は今、建築家協会に入っておられま

すか。 

 山口 入っています。ただ出て行かないということです。

出て行っても面白く 

ないから。 

 川添 どういう点が面白くないんですか。 

 山口 ゴルフの話ばかりでしょう。それから皆、えへら

えへら顔を見合わせていい顔してるけれども、その底の

方じや戦争をしてるわけです。ことに今年の宮綺市庁舎

コンペの問題。ああいうことはほんの氷山の一角であっ

て、実際はもっと見苦しい面があるわけでしょう。 

 だから建築家協会というものは、もっと抜本的に全体

が考えていかなければいけないですよ。それをただ、え

へらえへらで、すましている。私は非常に残念だと思う

んです。今度は、坂倉君が委員長かなんかになったも

のだから、たまたま彼の正義感というものが爆発して宮

崎市のあれに参加した建築事務所三者に対して非常

に強硬な意見を出したわけなんですね。私は大いに賛

成しています。あのようなことはもっと強力に進めていか

なければいけないと思います。また坂倉君からこそやれ

たのでしょうが、これからはすすんで坂倉君のような気

持をみんな持って会員全体がやれば、建築家のモラル

も上っていくでしょう。さらに社会的信用も上ると思いま

す。 

 今のままでは請負会社から馬鹿にされるばかりだし、

それでは建築家に技術的向上も何もないと思うんで

す。 

 

大資本に対応して行くために 

 

 もう一つは、この頃は、建築家のデザインの問題だけ

ではなく、大きな請負会社は、立派な研究所を持ってい

て、そういう研究機関というものを大きな資本で進めて

いるが、これに建築家自体が負けちやいかんと思いま

す。 
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 それに、よほど気をつけなければ、建築事務所自体が

非常に老いてしまうのじゃあないかと思います。 

 だから建築家協会も、そういうものに対応して、グルー

プとしてどうしたらいいだろうかを、もつと真剣に考えね

ばいけません。 

 医学の方士云えば、大学なり、研究所とかが、政府ま

たは、公共の資本で大きくやってていて、町医者はそう

したものに飛ばされているようなものです。 

 それが建築では、大きな請負会社にどんどん押されて

しまうわけです。 

 

協会員全体が協力しなければ 

 

 また、それは学問的にもいろんな意味で、そういうこと

を考えていかなければ取残されてしまう。従って、コンペ

ティションの問題を日本建築家協会がいくら表面に押し

出してみても、そういうことを聞かない人がたくさんいるし、

抜駈けの功名をしたりして今度の設計のようなああいう

おかしなことになる可能性が出てきます。それは、結局、

建築家協会自体が、もう少し考えていかなければ、協

会だけでなく、協会員全体が考えなければ駄目だと思

います。 

 川添 そうすると、請負の設計部なんかも強力になっ

てくる可能性も…… 

 山口 ええ、ありますね。 

 川添 村松君なんかの、それでどっちか本命なのかと

いう考え方もあるわけですね。 

 山口 ええ。 

 川添 そういうものについては、今迄色々検討されて

きましたが、山口先生はどういう風に考えておられます

か。 

 山口 それは、感情的には、そうなりたくありませんよ。

請負人の事務所が発展して、われわれ個人的な事務

所が衰弱していくということは、堪えられないことですよ。 

 しかし、現在のままでは、おそらく必然的にそうなるん

じゃないですか、例えば今日の新聞なんかを見ますと、

日本プレハブ会社というものが出来たでしょう。あれは、

富士製鉄とか、小野田セメントとか、昭和電工ですか、

そういう大きな会社の大資本でこしらえている会社です

よ。そうして一年間に四千戸の住宅をこしらえていくとい

うことでしょう。 

 あれには、アーキテクトというんでなしに、エンジ二ア

の人が参加しているわけですよ。それが長年の間に、

生産の技術と、資本の強さということで、あれを発展させ

ていくわけでしょう。そうするとビルディングを工場生産

でこしらえていく会社もでてくる。 

 

プレハブをめぐって 

 

 川添 ですから、例えば、浜口さんでも、村松さんでも、

ほかの自動車とか、そういうのが、そうだから、建築もこう

なる可能性があるというんですが、プレハブだったらそう

いう可能性が出て来ます。でも、請負会社というものは、

労働者とか、生産工場という実態を持っている形じゃな

いですね。徹頭徹尾サービスです。 

 そういうものと、プレハブ会社とかいっしょにするのはど

うも。 

 山口 いや、勿論そうなんでしようが請負会社は、施

工部門と、設計部門を持っていますね。その設計部門

について考えてるわけで、プレハブ会社の建築エンジ

ニアの仕事が、そういう風に発展していきますね。 

 すると、個人の建築事務所のフィールドは、それだけ

せばめられてくるわけです。それから、プレハブ会社が、

ビルディングをやった場合も、それだけアーキテクトの建

築事務所のフィールドがせばめられてくる。それと同じよ

うに、請負会社の設計部も、性格は違うが、やはりわれ

われのフィールドにのり込んでくるわけです。これは、必

然的だと思います。両方から浸透してるわけです。 

 それはつまり、建築会社の設計部のなかには、テクニ

カルアプローチといいますか、そういうものの、キャリアの

ある人が多くいるわけです。従って、デザインは少しま

ずくても、雨の漏らない家、屋根の飛ばない家をこしら

える組織ができている。 

 ところで、新しい建築事務所は、大将が、三十いくつ

かですね。だからそこで働いている人は、そういう問題

が非常に弱いわけです。そういう点でも、やはり私はせ

ばめられてくると思います。 

 結局、そのデザインでしゃやれたフアッションモードみ

たいなデザインをするところまで逃げてしまうのでは、そ

れは建築家の仕事でなくなる。つまり本当の仕事をする

となると、その辺で接触する可能性が生まれ、スパーク

することかあり、それでどちらが勝つかということになると、

予断を許さないと思います。 

 川添 でも、日本プレハブの場合は、大高君、菊竹君、

黒川君など、フリーの建築家も参加して設計しています

ね。ですから一概に云えないと思います。 

 あの仕事ですが、そういう生産会社の場合は、例えば、

自動車のデザインなんか、はじめから技術的な問題が

設計に反映していく。それは、機能そのものは、工場の

技術者が、にぎっているからですね。 

 だからプレハブ会社になると、それに近くなりますが、

建築の施工会社の場合は、機能というものは、人問の

生活なんてすね。それに、請負の現場は、自動車や、

テレビや、洗濯機が持ってるほどの必然性は、稀薄だと

思います。だから、むしろ、施工会社などが持っている

技術的なテクニックは、仕上りの、構造の原理からやっ

てくるほどの蓄積は、まだもっていないわけですよ。 

 私も、民開の建築家の苦労が段々わかりかけてきたの

は独立してからですが、一本立ちちというものは、そうし

た大企業にいるのと、一人でいるのと、どれだけ条件が

違うかということを常に感じてきたわけですが、若しそう

いうことがいえるとすると、今おっしやったような新聞社

やなんかが持っている機能に、到底、僕等は、対抗出

来ない。発言するには、調査なくしで発言するなかれと

いうコミニュケーシコンシステムから、新聞社というものは、

圧倒的なものを持っています。すると、そんな人達の力
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の前に、僕らなんか押しつぶされちやうかというと必ずし

も、そうじやない。 

 山口 それはね。川添さんの仕事とレうものは、言って

みれば、ペンー本でいいんです。つまり学者の仕事と

同じですよ。だから建築家の仕事とは、ちょっと違うと思

いますが。 

 川添 ええ、違うと思います。その違い方が、例えば、

自動車とか、電気冷蔵庫と、建築の違いです。僕らはど

ちらともいえない、そういう考え方です。 

 山口 そうかな… 

 川添 少なくとも先程のヒューマンスケールといいます

か非常に日本的なものなんですね。ベルトに乗っかるよ

うな近代化でなく、別の近代化で、そういう問題を取扱

えることを発想できたり、メスを入れたりできるのは、むし

ろ建築事務所のなかでの中小企業団地みたいな…… 

 例えば、大高君や、菊竹君たちが、都市計画をやる

場合、一つの事務所では出来ないような、そういうところ

を、事務所同士が、どう関連づけてやっていくかを盛ん

に問題にしようとしているんです。 

 先程いわれたようにＲＩＡには、ＲＩＡの伝統みたいな集

団の個性がある。それが、請負の設計みたいな大きな

規模になって、集団としての伝統が、組織とかその時の

人間の性格をおう問題として出てくる。それを山口先生

が、そうおっしゃられるんだと、僕らも一寸考えなくちゃ

いけませんね。（笑） 

 山口 それは、日建なんかの設計部は一応、グルー

プ単位で仕事をしているでしょう。だから、班長というも

のの個性が現われてきますね。林君なら林君が一つの

班長としてやった場合は、林君の個性が出る。二見君

なら二見君の個性が出る。然し、日建のクオリヤリティの

あるそういったオリジナリティではないと思います。 

 それと同じようなことは、請負会社の大きな組織では、

例えば、大熊君の担当した住宅とか、だれだれの担当

した住宅…。清水建設のなら清水建設のだれだれとい

うことかあります。 

 例えば、赤坂に「ミカド」なんてくだらない建築ができま

したね。あれはＵ君が担当しているわけでしょう。そうす

るとＵという建築家のああいうオリジナリティ……芝公園

の中華料理屋もそうですね。つまりああいうものが個性

をもって現われてきてるんですよ。それは、清水建設の

最大公約数的な表現ではなくてＵならＵという人間の表

現だと思うのです。つまり、ああいうものもあり得るので、

清水建設のグループグループのなかでやる人間によっ

て違ってくるわけですよ。 

 川添 で、そういうことが、清水建設とか、日建とか、…

…日建は請負じゃないから一寸違うかも知れませんが、

許されるのは、先程言われたような問題からすると、本

来ならば、もっと無性格的なアマニマスなデザイン……

そういう意味で自動車のデザインが非常にいいアマニ

マス的なものが出てくるのが本質でしょう。 

 にも関わらず、そんな個性が許されるのは、やはり、建

築の持っている本質がそこに反映していくのでしょう。 

 

建築のもっている本質 

 

 山口 うん、私は、それは、二つあると思うんですよ。 

 つまりいま言った自由だとか、理想化といった物の考

え方の建築が、請負会社の技術的な研究が発展して

いけば、組繊としてもそうなる。 

 又、一方には、Ｕのような人がいて、そういうオリジナリ

ティのあるものができてくる。 

 その二つあると思うんですよ。しかしその二つある中で

も、「ミカド」のデザインを裏づけているものは、やはり、

清水建設の研究所の材料研究なり、構造の研究なりが

出ており、その強みがどこかにあるとすれば、それは、

やぱり請負会社の強みだと思います。 

 従って、民間の小さな建築事務所で、Ｕのような人が

始めたとしても、あれだけのステージのメカニックは考え

られないこともあろうし、材料についても、個人では、あ

んなにできないんじやないかという気がするんですね。 

 だから請負会社の設計部や研究所という背景があっ

てそういうものができ上ったと。それは、まあ本質論に入

ることになるんだが。 

 

経済面の悲観的材料 

 

 今一つ、一応、建築設計事務所の経済的な面の悲観

的な材料として、これは請負会社にもいえることですが、

丸紅や、東綿、伊藤忠とかの多角経営の大資本が関西

に現われて、土地があって建物ができない人たちに、そ

の土地を担保にして設計も、請負も、材料も全部引き受

ける。また、銀行利子より高い利子をとり、建築資金も全

部貸し、設計は下請させる…東綿なり、丸紅なりには専

門家は一人いますが、とにかく下請させています。然も、

その事務所は、プランと構造ぐらいのもので、冷暖房の

設計になると、今度は、冷暖房の会社にやらせる。 

 また、請負のほうに見積らせ自分の方のマージンをと

り、自分の名前で仕事をする。つまり揺寵から墓場まで、

始めから出来上るまで、丸紅なら丸紅で仕切ってしまう。

それで金利と、マージンの両方をとって全て下請にやら

してしまう。そういう方法が、近年非常に盛んになってい

る。 

 これは、請負も下請行為をするため、次第にその組織

の中にのまれていくわけです。勿論、建主も随分損をし

ますが、まあ、仕方がないからやる。設計事務所も、請

負も、材料屋も、皆んな吸収されていくわけです。既に、

東京でも、大阪でも、相当のところが、吸収されて下請

をやっております。 

 私のところも、一足突込んで、危いところで喧嘩をして

やめたのがあります。Ｋビルというのですが、Ｍ商社から

頼まれたものです。そういう風にどんどん事務所ものま

れてしまう。それが、益々発展していく可能性がありま

す。 

 川添 だけど、それは、必ずしも吸収されるとは限らな

いんじやありませんか（笑）つまりベルトのラインみたい

なものの中にいてそれに個性がどんどん呑まれてしまう
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と、本質的には非個性的なものになってくる。それは、

先程の「ミカド」でも、個性的かというと、むしろ逆なんで

すよね（笑）非常にコマーシヤリズムというほうのあれで、

むしろ神代さんなんかに言わせると無国籍的な建築の

代表的なものということで、ですから、それが非常にコマ

ーシャリズムで一見強力な個性的なものが出来たようで

も、それはむしろ非個性的なもので、それでなければ、

もっと健康的なものでは、アマニマスーデザインだと思う

のです。 

 しかし、そういったことに対する当然人間の内部の中

で反対みたいなものがあります。その一つの証拠……

証拠といえるかどうか知りませんが、デパートなんかは、

百貨店法という法的な措置があったからかも知れません

が、…名店街もあるでしょう。それでヨーロッパでは、デ

パートなんか老舗みたいなものがそうとう強く残っている

ような問題かある。 

 

ベルトに巻きこまれるか 

 

 それからもう一つ、組織それ自体の中で、生産のライ

ンの中に全てが入っていくと、大将みたいなものには、

情報が全部集まる。若し、これが、真空管とすれば、そ

の真空管が壊われると、ラインの中から頭脳的なものを

はずそうという、頭脳的なものをラインの外に出そうとい

う動きが、最近できている。従って、一方では、コンサル

タントを利用し始めてコンサルタントが繁昌してるわけで

す。 

 そういったラインから外そうという技術革新の中でやっ

ていることは、そういう機械的ラインから人間の個性を、

如何にはずしていくかという操作だろうと思います。する

と、むしろＲＩＡみたいな個性的な伝統を持った事務所と

いうのがラインの外側にいて、そのラインの外側の個性

と技術革新の流れにいる大きなラインと、如何に結びつ

けられるかという問題じゃないかと思います。 

 従って、むしろ完全に巻き込まれるものじゃないと思う

んですが。 

 山口 巻き込まれるのではなく、現実的に仕事がなく

なってくる可能性があるんですよ。 

 川添 それは、わからないな。 

 山口 あるんですね。 

 川添 それがとにかく、少なくとも現段階では、どこの

事務所も、大変なウケに入ってるわけでしょう。それで、

これが間に合わないので請負の設計部なんかも、どん

どん拡大しているんですが、これで不況になった場合は

中小事務所は随分、苦境に立っでしょうが、請負やな

んかが、設計部といったやっかいな組織を持ち続ける

かどうかは疑問に思います。竹中のような伝統あるところ

は別ですがね。 

 本誌 それは、織本さんも云っておられました。あの方

は、もと請負におられましたが、その点については、同じ

ようなことを話されてました。大きな請負の設計部におっ

ても、不況がくれば、結局首になる。つまり、企業の立

場から機構を縮小していかなければならなくなる。設計

事務所も、請負と同じようなことになるじゃないかと。 

 山口 設計事務所が？ 

 川添 それでＪＩＡのほうでも、そういうことだったらフリ

ーデザイナーなんか成立する余地は全くありませんよ。 

 山口 私も、ＪＩＡのメンバーですがあそこでフリーでや

らている人は非常に少ない。皆んな、松下電器とか、東

芝とかのデザインのバッグに入っているわけですね。い

ま云ったベルトコンベアの中にいるわけです。それは、

一応分解してくる可能性はあるかも知れないが、デザイ

ナーとして独立している人は、非常に少ない。 

 そういう意味から、建築が最終的にはどうなるか、私に

はわかりませんが現在の混線状態では、かなりマンモス

が現われてきて、マンモスの吸収力の強さについては、

われわれはもつとも危険な段階に立たされることは、事

実ですね。 

 川添 それは、事実です。 

 本誌 大変、悲観的なご意見が出ているようですが、

問題は、その観測に対して、それでは、どうあるべきかと

いう、対処の仕方ですね。これは、山口先生ご自身も、

お考えにならざるを得ないでしょうし、建築家協会として

も、当然、その対策を検討しなければならない時期がく

るんじやないかと…… 

 山口 もうきてると思うんです。 

 

ベルトの中に入るか、うまいつながりか 

 

 川添 問題は、つまり、そういったベルトの中に入った

ほうが、日本国民、もっと大きく云えば、人類にとって幸

福な建築が出来るか、それとも、そういう民間事務所が

あっで、それと、ベルトとのうまい繋がりの方がいいか、

その点だと思います。 

 山口 私は、やはり建築家が、ベルトからはずれて、

独しし得る形が、一番ヒューマンであるし、そうでなけれ

ばならないし、弁証法的に云っても、大きな企業体とい

うものは、分解してくる可能性があるですね。 

 私自体は、設計事務所は、独立してある低度のオリジ

ナリティで仕事をしていき得る社会を信じて疑いません

が、かといって、目下の混乱状態では、よほどしっかりし

ないと、巻き込まれてしまう恐れがあると思います。 

 川添 その民間事務所が、やった方がいいということ

は、どういうことなんでしよう。 

 山口 それは、今申しげた通りですが。 

 本誌 つまり、オリジナリティ、或は集団の伝統といっ

たようなものが、大きな資本力、大きな機構によって侵

蝕されていくと、設計事務所は、生存権を失う危険があ

る。 

 従って、大資本力と結びついていくべきかについて…

… 

 山口 結びつくんではなくて、大資本、に吸収されち

ゃうんですよ。結びつくなんて資本はしませんよ。 

 だから、それは、先程云ったように、建築家のオリジナ

リティというものを認めねばならないし、そうあるべきが本

当なのです。必然的にそうなります。 
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 人間の業（ゴウ）といいますか、それは、今のソビエトの

四十年の政策というものが一応分解しつつあり、スター

リンから現在のフルシチヨフに至る社会情勢の中で、反

ソビエトというものでなく積極的な意味の分解を進めて

います。 

 例えば、コルホーズの問題などにしても、今迄は、うま

くいってるように見えたが、やはり、人間の尊重といった

ような観点から色んな矛盾が起きている。そして、個人

経営、個人農業というものに分解する方向に向っており

ますね。これは、農業の問題ですが、文学にしても、音

楽にしてもそういうことがいえます。 

 ハチャトリアンの音楽は、色々な意味で批判されたり、

反階級的とかでやられたりしたが、それが、今、また、再

評価されて違った眼で見られてきている。それは、やは

り八チャトリアンなりの音楽のオリジナリティが、芸術の本

質に触れたものを尊重するという方向にむかいつつある

わけです。 

 これは、歴史的必然だと思います。 

 本誌 わが国のような資本主義国でもそのようなブロ

セスは……。 

 山口 必ず起ると思います。 

 本誌 そうすると、悲観的な…… 

 川添 悲観的じゃないんで、注意しなければいけない

ということです。 

 山口 だから自然的にいい方向にむかうんだけれど、

それまでの間に、非常に大きな渦があるから、ぼやぼや

していろとそこに巻き込まれ沈んでしまうので、ちゃんと

した姿勢をしてなければいけないのです。 

 

思想を持だない日本の建築家 

 

 そこで、建築家の思想というもの、そういうものが非常

に必ガになりますが、今の目本の建築家には思想がな

いと思います。 

 本誌 然し、先生のその警戒的なものに対し、より現

実的な方法として、建築家協会あたりで、もつと社会的

なＰＲをなすべきだとの意見が、口癖のように出てくるわ

けですが、実際には、そうしたことが十分なされていな

いし、また、別の方法としてアフターケアのようなことで

行ない、商事会社や業者の攻勢に対抗してゆけば、或

る程度は、太刀打ち出来るのではありませんか。 

 山口 それは、枝葉の問題ですね。 

 川添 それから、アフター・ケアーはむしろ設計の問題

もあるが、施工の問題が相当あるのじやないですか。 

 山口 施工の問題がありますね。 

 本誌 でも、施工の問題は、設計監理という面に密接

に結びついている筈ですが…… 

 山口 結びつきますよ、そこで、つまり設計監理協会

の会員になっても、つまり税務署では、会員でだれがど

の位のリベートを業者から取っているという調査ができ

ているくらい、業者に対する発言権は弱いんです。アフ

ター・ケアなんか考えているより、そういうことをしてるか

ら工事は粗雑になるし、結局あの人の工事では雨が漏

るとかいう風になる。雨が漏ってくると、あれは現場が悪

いんだとか、設計が悪いんだとかいって水掛け論になり

勝ちです。 

 そこで、結局そうしたことは、建築家の姿勢の問題に

なります。姿勢というか態度の問題ですよ。ここに還元し

てくると思います。 

 本誌 姿勢の問題なんて、何か理想論めいて、なかな

か…… 

 山口 だから現実の問題としで、建築家が、設計をや

る場合、五十分の一なり百分の一のプランを業者に渡

して、全部そこの設計部にやらせ、自分の印を押して、

それが自分の設計であるとして、仕事をするところもで

てくるのです。 

 川添 そう、姿勢の問題というのは、フリーの場合は、

根本的な問題だと思います。 

 例えば、僕などは、病気したら一家全部で餓え死にで

すよ。国民保険なんかできていてもべらぼうに高いんで

すよ。 

 山口 個人ですとね。 

 

姿勢の問題は理想論ではない 

 

 川添 そういうようなことを考えて、フリーになるのは姿

勢を除けたら何んにもならないと思います。本当に。 

 それでも姿勢の問題は理想だなんていう人がもしいた

ら、それは大変な間違いで、フリーになるという時に決ま

っている問題なのです。 

 山口 とにかく、もう自分がフリーになるのは、ドアを開

けて外に飛び出す時ですから、その時は、物凄い北風

が吹いているのですから、どういう姿勢をとるかが、先ず

問題なんですよ。 

 決して理想論じやありません。 

 川添 今、民間業者が大変だ、人変だといっています

が、むしろウケに入っていると思います。戦前民間事務

所を山口さんが築き上げた時代が、もつとたいへんだっ

たと思いますね。 

 山口 たいへんだったんですよ。 

 川添 だからむしろ、逆にいえば、民間事務所は吸収

されるんじゃないかというくらい、いまの民間事務所はさ

かんなんだと（笑） 

 山口 これは現実の問題で、決して理想論じやないで

すよ。一人一人の建築家が姿勢を正さなかつたら、これ

はとてもだめですよ。たとえば何々市庁舎、それができ

るときなんかたいへんです。私の方では絶対そういうも

のには手を出さないことにしているんですが。 

 本誌 その点、松田先生なんかがいわれる建築家の

質の問題になってきますね 

 山口 ええ、そうですよ。 

 本誌 質の問題を論じると、建築家協会の会員をふや

すことがある程度制約されますが、建築家の立場を社

会的に認識させ、裏付けをもたせるためには、法的な措

置を講じなければならず、そのためには協会の会員を

ふやすということが、当面の目標だ。清濁あわせ飲むと
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いう形で……。それから検討しても遅くないという考え方

は。 

 川添 それは政策の問題ですね。 

 山口 政策の問題であって、姿勢の問題ではないで

しょう。 

 本誌 政策の問題なんです。が。資本力に対抗する

法的ななにかを作り上げてから、戦っていくということが

先決ではなかろうか。それなくしては烏合の衆にすざな

い、という論旨なんです。 

 川添 だけど、法的な措置というものは、力関係が決

するですね。その力を獲得する戦略のたて方として、そ

ういう現実に力がなくて、もう請負と結託しているのを、

いくらふやしてもおそらく力はでないと思うんですよ。 

 それでたいへん理想論みたいな、夢みたいなお話に

なるかも知れませんが、ヨーロッパで近代建築が成立す

る過程なんで、みんなこういう闘争を経てきていると思う

んですよ。それは建築だけではなくて、おそらくほかの

分野でもすべてそういう闘争を経てきている。 

 山口 それはイギリスの建築家でもそうですよ。イギリ

スの建築家協会というものは、非常に強力であって、人

格者といいますか、モラルの高い建築家がいてそうして

イギリスの建築家協会というものは、世界的に認められ

ているわけです。ドイツでもそうですよ。フランスでもそう

です。それにはそれだけの歴史的なキャリアがあって成

立してきているんです。 

 だからいま日本で清濁あわせ飲んでやって、実際い

いものかどうか、これは非常に大きな問題だと思うんで

すね。それは松田先生のご意見も、たしかに政策として

は、そういう考え方もあるかも知れませんけれどもね。僕

らはもうおかしな噂がある会員は、全部首切っちゃった

方がいいと思うんですよ。三人でも四人でも五人でも、

清潔な建築家だけが、建築家協会というものを作る。 

 川添 それで逆に山口さんが、平気でそういうことをい

われているのはなぜかというと、そういう法的処置がなく

てもそれをやっているからですよ。現実にそういうことを

やっていくことによって、法的処置が決まるんで、法的

処置が決まったからというものではない。 

 法律というものはすべて、現実にすでにあることを裏

付けるもので、つねにあとからできるんで、最初にできる

ものではないと思うんです。それで僕らなんかもよく原稿

料の値段を申し合わせて決めようじやないかというんで

すけれども、僕はそれは賛成しないんですよ。いまの段

階では決めることよりも、まずそれぞれが闘う段階で、そ

れでまた闘えば、逆に言うとそういうきまりを作る必要も

ないみたいなもので（笑） 

 山口 まあとにかく、三人でも五人でも十人でもいいと

思うんですよ。たとえば、坂倉君とか、前川君、僕とか、

あるいはもつと若い人もいますよ。そういう人だけで建築

家協会を、二十人でも、三十人でもいいから、成立して

いく方がいいと思うんですよ。 

 川添 それで芦原さんが、たいへん感激されていたん

ですけれどもね。岡山で児童科学館を設計された。そう

したらそこで県との契約書で「本契約は県と建築家だれ

それと対等の名のもとに結ばれるものである」ということ

が前文に書かれていたそうです。それはなぜかというと

前川先生があそこでやられてからですよ。 

 

前川国男の偉さ 

 

 山口 そこだ、問題はそこなんだ。これは前川の偉さと

いうものはそこだと思うんです。これは公開してもいいん

ですが、私が体が悪かったことがあるんです。そのとき、

富山県の有峰というところで県営のダムをこしらえたわ

けです。そのダムの全体計画とデザインを、石井先生が

私に前からの関係でもってきたわけですよ。ところが、私

は体具合が悪いため現場に行けないんで、どうしたらい

いだろうということになったときに、前川君を僕が推薦し

たんですよ。もう二十五年くらい前かな。そのとき建築家

はこれ以外にないからといって推薦して、それで前川君

が有峰に行って石井先生といっしよに相談して発電所

をデザインしたわけですよ。 

 で、設計の費用はそれまできめてなかった。県の予算

と石井先生の考えによってきめられた額で、それまでや

ってきたわけです。ところが前川君は正式なつまり私の

三倍にのぼる設計料を請求したんです。前川君の父君

は内務省の土木技官で石井先生の先輩なんです。偉

い技官ですよ。そんな関係で前川君はまえから知って

いたんですが、石井先生は「前川という男は非常に金

銭にドライな男である。あんな男は技術者として自分は

はじめて会った。あんなのない」と非常に憤慨されたわ

けです。そのとき僕は石井先生にこう言ったんですよ。 

 「それは前川が正しい。設計監理協会の……その時

分は設計監理協会といっていました……設計の費用は

こうなんだと。それを前川は正式に先生の方へ請求して

いる。県の方にもそうだ。私かいままでルーズだった。私

自身、この前川の請求を見て、顔が赤くなるくらいだ。

前川は正しい」と先生を説き伏せたんです。それで石井

先生は憤慨しながらも設計料を前川君に払ったんで

す。 

 前川君はその当時、設計事務所を開いて間もない時

分でしたが、はじめから彼はそういう姿勢をもづている人

ですよ。いまの話なんかも、完全に建築家の態度をきち

んと決めて、一歩も譲らずに自分の建築家としてのオー

ソリティというものを非常にもっている。それで進んでき

た。そのために、つまり芦原君なんかあとから行って、感

激するんですよ。もし前川君が、パイオニアとしてそうい

うことを臆せずに、建築家としてのプライドをもってやら

なかったら日本のいまの建築界はどうなっているかわか

らんくらいですよ。その意味で私は前川君の功績という

ものは非常に大きいと思うんです。そうでしょう。 

 

間違ったエリート意識 

 

 川添 ええ、ただそうすると、それがエリートだからでき

るというコンプレックスがあるから不思議ですよ。 

 山口 そうそう、コンプレックスかあるから。 
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 川添 ところが僕なんかに言わせると鹿島建設とかあ

あいうところにいる、いわゆるサラリーマンこそ、ほんとう

のエリートだと思うんですよ。僕とか、前川さんでもそうだ

と思うんですが、ほんとうに中小企業で、なんにも頼りに

すらものはないわけですから。一方、請負の組織のなか

には、いわば個人の名前が組織の名前にかくれるのは

当然で、それがエリートでなくて、ちょっと名前が知られ

たらもうエリートであるというような、そういう雰囲気がある

でしょう。それがたいへんおかしい。 

 山口 そうです。前川君が、建築設計事務務所の経

営に大きなひびがはいるかもしれない危険をおかして

がんばった、それはエリートの意識じやないですよ。 

 川添 そうです。 

 山口 ところが、僕らは気が弱いからそういうことになっ

てくると、前川君ほどがんばれない。まけてくれといわれ

ると、もしこの仕事がだめになったら困るということが意

識の底にありますね。だからそれじやあ少し考えましょう

かというようなことになりがちですよ。そこをがんばる前川

君の信念というかデザイン以前の問題ですよ。そういう

ことがやっぱり彼のデザインを育ててきた一つの大きな

エレメントだと思うんです、建築家のすべてが前川君の

何分の一かのファイトと正義感とプライドをもって進めば

建 

築家協会は法的措置なんか問題ないですよ。私の手

本は前川君です。このがんばりは我々の精神的な支え

です。坂倉君でもそうだるうと思うんです。 

 むかしは建築評論家なんてものはなかったし、建築家

を援護する援護射撃がなかった。たいへんな苦しみで

すよ。前川君のところなども、なんにもない、ただ寒々と

したところで、それはみんな苦労しましたよ。その点、芦

原君なんか幸せなときに独立していますよ。前川君はほ

んとうに大学の背景もないし、まあ大学はでてるけれど

も、大学の教授の研究室とかいう背景はない。 

 川添 山口先生でも、とにかく終戦直後、何回か差し

押さえされて無一物になられたからなんですからな。そ

ういう苦闘を越えてきていらっしゃるんでしょう。ほんとう

に着るのもまったくなかったなどというような。 

 文学者なんか、いまはたとえば松本清張なんかたい

へんな収入をとってるけれども、明治の近代文学が成

立していくときなんて、文士なんてみんなそうだったんで

しょう。 

 

死ぬまで自分の作品にかじりついて 

 

山口 そうですね。松水清張だって、あれはずいぶん

今日までには苦労しているんですよね。いまは百何十

坪の家におさまって……あれはちょっと気に入らないけ

れどもね、だけどあれまでになるためには、金を儲ける

には、そうとうに苦労して勉強してきているし、話はとん

じゃうけれど志賀直哉先生というのは、昔の貯金で食っ

ている、ああいう人はしようがないんです。私は年はとっ

ても、正宗白鳥とか室生犀星とか、とにかく死ぬまで自

分の作品にかじりついて、一生懸命やってきているとい

う文学者の方が好きなんですよ。山羊ひげ生やして、熱

海でのうのとう暮しているような。のは好きじゃないです

よ。昔はそれは志賀文学というものには、涙こぼして感

激していましたがね。 

まあ、死ぬまで一生懸命やるっもりでいますから見て

いて下さい。（終り） 

 

 


